



                        
堀 栄造 
序 言 
 エドムント・フッサール（1859～1938）は、1920 年代半ばから 1930 年代半ばへか
けての最晩年の約 10 年間に「実存的現象学」を展開した。本論は、フッサールの書
簡およびフッサリアーナ（フッサール全集）第 42 巻 1所収のフッサールの草稿に基づ
いて、1933 年時点のフッサールの実存的現象学を解明しようとするものである。
（一）職業官吏再建法下のフッサールの実存 
 1933 年 4 月 7 日、国家社会主義ドイツ労働者党（ナチ党）政権下のドイツにおい
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切られたことも分かる。1933 年 3 月 22 日までフッサールのゲッチンゲン時代の弟子
であるアドルフ・グリメ大臣がそのトップにあったプロイセン文部省は、1930 年以
降、フッサールの研究助手としてのオイゲン・フィンクに給料を支給していた。1933























… 8」。フッサールの文面から、職業官吏再建法制定の 4 月からのこの半年間、フッサ
ールおよびその周辺に起きた事に関して、フッサールは、「きわめて社会的政治的大
変動［Umwälzung］に見舞われた」と表現している。そして、それは、フッサールに








ンの文化省によって 1933 年 4 月 14 日に一時解雇され、7 月 20 日に一時解雇が取り
消された 9。フッサールの長男ゲルハルト・フッサール 10は、第一次世界大戦（1914
～1918）の前線で戦った兵士であり、新法によれば解職されないはずであるにもかか












































 ここまで、フッサールが弟子たちへ宛てた 1933 年の幾つかの書簡を吟味検討して
きたが、フッサールの心情が臆面もなく大胆かつ正直に吐露された書簡は、何と言っ
ても、ハイデガーよりも年長のフッサールのゲッチンゲン時代の弟子であるディート
































































































































































 フッサリアーナ（フッサール全集）第 42 巻所収の草稿 Beilage XLV つまり 1933 年
4 月の職業官吏再建法の制定後一ヶ月を経た 5 月頃に執筆され 6 月により詳しく仕上

















































































































































の場合、次のような事が重要である。すなわち、実存的生の肯定性［die Positivität des 
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